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平成22年4月7日

都道府県医師会

介護保険担当理事　殿

目本医師会常任理事

　三　上　裕　司

平成22年度診療報酬改定に伴う介護保険関連通知の一部改正について

　拝啓時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　平素は介護保険制度運営に関し、格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、平成22年度診療報酬改定において、医療療養病棟の評価に係る見直しとして、

これまで一つの報酬であった「療養病棟入院基本料」が、看護職員等の配置や、医療区

分2又は3の患者が占める割合等により、　「療養病棟入院基本料1」及び「療養病棟入院

基本料2」と改定されております。

　それに伴い、介護保険においては関連する告示が一部改正され、併せて「指定居宅サ

ービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生

活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準の制

定に伴う実施上の留意事項について」（平12．3．8老企発第40号厚生省老人保健福祉局企

画課長通知）に示されている、療養体制維持特別加算について、診療報酬改定にあわせ

た変更が行われました。

　今般、厚生労働省より当該部分に係る改正通知が発出され本会宛てに協力依頼があり

ました。今回の一部改正については、文言等の表記のみの変更であり、その内容が変わ

るものではございません。

　つきましては、貴会におかれましても本内容をご了知いただき、貴会会員への周知方

ご高配の程お願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

記

（添付資料）

・「「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び

特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の算

定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」等の一部改正について」の

送付について

　（老老発0331第2号平22．3．31厚生労働省老健局老人保健課長通知）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



⑧ 老老発0331第2号
平成22年3月31日

社団法人日本医師会会長

　唐澤　祥人　　殿

厚生労働省老健局老人保健課

∋
，r烈〔｛慾

’二、しご1喜ま1

「「指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サ

ービス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス

等に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項

について」等の一部改正について」の送付について

　標記につきましては、別添の通知を平成22年3月31日付けで各都

道府県介護保険主管部（局）長宛て送付しましたので、お知らせいたし

ます。

　つきましては、通知の趣旨をご理解の上、引き続きご協力下さいます

ようお願い申し上げます。
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老老発0331第1号
平成22年3月31日

各都道府県介護保険主管部（局）長　殿

　　　　　　　　　　　　　’鯉爾虐

厚生労働省老健局老人保健課署瞳冒器尼

　　　　　　　　　　　　　備i黒融塁

「指定居宅サ｝ビスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び

特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の額の

算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について」等の一部改正について

　平成22年3月31日にr厚生労働大臣が定ある者等の「部を改正する件（平成22

年厚隼労働省告示第131号）」艮び「厚生労働大臣が定める施設基準の一部を改正す

為件（平成22年厚生労働省告示第132号）」が別添の導り公布・平成22年4月天目

から適用され、また、これに伴い、関連通知の一部を下記のとおり改正し、平成22

年4月1日から適用することとしたので、御了知の上、管内市町村、関係団体、関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺ係機関等にその周知徹底を國るとともに、その運用に遺憾のないようにされたい。

記

　　　　　　　　　　　　1　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及

び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要する費用の

額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について（平成12年3月8

　目老企第40号）の一部改正一

　別紙1のとおり改正する。　　　　1

2　指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施

上の留意事項について（平成18年3月17目老計発第0317001号・老振発第0317001

号・老老発第0317001号）の一部改正

　別紙2のとおり改正する。



○　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要す

　る費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について（平成12年3月8目老企第40号　厚生省老人保健福祉局企画課長通知）

改　　　　　正　　　　　前

第一　　（略）

第二　居宅サービス単位数表（短期入所生活介護費から特定施設入居者生活

　介護費に係る部分に限る。）及び施設サービス単位数表

　1・2　（略）

　3　短期入所療養介護費
　　（1）介護老人保険施設における短期入所療養介護
　　　①～③　　（略）

　　　④介護老人保健施設短期入所療養介護費（H）若しくは介護老人保健
　　　　施設短期入所療養介護費（皿）又はユニット型介護老人保健施設短期

　　　　入所療養介護費（H）若しくはユニット型介護老人保健施設短期入所

　　　　療養介護費（皿）を算定する介護老人保健施設（以下この号において

　　　　「介護療養型老人保健施設」という。）における短期入所療養介護

　　　　について
　　　　イ～ハ　（略）

　　　　二　療養体制維持特別加算について

　　　　　　療養体制維持特別加算は、介護療養型老人保健施設の定員のう

　　　　　ち、転換前に四：一の介護職員配置を施設基準上の要件とする介

　　　　　護療養施設サービス費を算定する指定介護療養型医療施設又は医

　　　　　療保険の療養病棟入院基本料におけるいわゆる二〇：一配置病棟

であったものの占める割合が二分の一以上である場合に、転換前

の療養体制を維持しつつ、質の高いケアを提供するための介護職

員の配置を評価することとする。

　なお、当該加算は平成二十四年三月三十一目までの間に限り、

算定できるものとし、その後の加算の在り方については、当該介

護療養型老人保健施設の介護ニーズや、当該加算の算定状況等の

実態を把握し、検討を行うこととする。

　（2）～（13）　　（田各）

4～7　（略）

改　　　　　正　　　　　後

第一　（略）

第二　居宅サービス単位数表（短期入所生活介護費から特定施設入居者生活

　介護費に係る部分に限る。）及び施設サービス単位数表

　1・2　（略）

　3　短期入所療養介護費
　　（1）介護老人保険施設における短期入所療養介護
　　　①～③　　（略）

④介護老人保健施設短期入所療養介護費（H）若しくは介護老人保健
　施設短期入所療養介護費（皿）又はユニット型介護老人保健施設短期

　入所療養介護費（H）若しくはユニット型介護老人保健施設短期入所

　療養介護費（皿）を算定する介護老人保健施設（以下この号において

　「介護療養型老人保健施設」という。）における短期入所療養介護

　について
　イ～ハ　（略）

　二　療養体制維持特別加算について

　　　療養体制維持特別加算は、介護療養型老人保健施設の定員のう

　　ち、転換前に四：一の介護職員配置を施設基準上の要件とする介

　　護療養施設サービス費を算定する指定介護療養型医療施設又は医

　　療保険の療養病棟入院基本料1の施設基準に適合しているものと
して地方厚生局長等に届け出た病棟であったもの（平成22年4月

1日以前に転換した場合にあっては、医療保険の療養病棟入院基

本料におけるいわゆる二〇：一配置病棟であったもの）の占める

　　　割合が二分の一以上である場合に、転換前の療養体制を維持しつ

　　　つ、質の高いケアを提供するための介護職員の配置を評価するこ
　　　　ととする。

　　　　　なお、当該加算は平成二十四年三月三十一目までの間に限り、

　　　算定できるものとし、その後の加算の在り方については、当該介

　　　護療養型老人保健施設の介護ニーズや、当該加算の算定状況等の
　　　実態を把握し、検討を行うこととする。
（2）～q3）　（略）

4～7　（略）

圏



O　指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について（平成18年3月17目老計発第0317001号　老
　振発第0317001号　老老発第0317001号　厚生労働省老健局計画課長、振興課長、老人保健課長連名通知）

改　　　　正　　　　前 改　　　　　正　　　　　後

第一　　（略） 第一　（略）

第二　指定介護予防サービス単位数表に関する事項 第二　指定介護予防サービス単位数表に関する事項

1～8　（略） 1～8　（略）

9　介護予防短期入所療養介護費 9　介護予防短期入所療養介護費

（1）介護老人保険施設における介護予防短期入所療養介護 （1）介護老人保険施設における介護予防短期入所療養介護
①～③　　（略） ①～③　　（略）

④　介護老人保健施設介護予防短期入所療養介護費（H）若しくは介護 ④　介護老人保健施設介護予防短期入所療養介護費（n）若しくは介護

老人保健施設介護予防短期入所療養介護費（皿）又はユニット型介 老人保健施設介護予防短期入所療養介護費（皿）又はユニット型介

護老人保健施設介護予防短期入所療養介護費（H）若しくはユニッ 護老人保健施設介護予防短期入所療養介護費（II）若しくはユニッ

ト型介護老人保健施設介護予防毎期入所療養介護費（皿）を算定す 卜型介護老人保健施設介護予防短期入所療養介護費（皿）を算定す

る介護老人保健施設（以下「介護療養型老人保健施設」という。） る介護老人保健施設（以下「介護療養型老人保健施設」という。）

における介護予防短期入所療養介護について における介護予防短期入所療養介護について
イ～ハ　　（略） イ～ハ　　（略）

二　療養体制維持特別加算について 二　療養体制維持特別加算について

療養体制維持特別加算は、介護療養型老人保健施設の定員のう 療養体制維持特別加算は、介護療養型老人保健施設の定員のう

ち、転換前に四：一の介護職員配置を施設基準上の要件とする介 ち、転換前に四：一の介護職員配置を施設基準上の要件とする介
護療養施設サービス費を算定する指定介護療養型医療施設又は医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 護療養施設サービス費を算定する指定介護療養型医療施設又は医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

療保険の療養病棟入亮基本料におけるいわゆる二〇：一配置病棟 療保険の療養病棟入院基本料1の施設基準に適合しているものと

であったものの占める割合が二分の一以上である場合に、転換前 して地方厚生局長等に届け出た病棟であったもの（平成22年4月

の療養体制を維持しつつ、質の高いケアを提供するための介護職 1　1日以前に転換した場合にあっては、医療保険の療養病棟入究基
員の配置を評価することとする。 本料におけるいわゆる二〇：一配置病棟であったもの）の占める

なお、当該加算は平成二十四年三月三十一目までの間に限り、 割合が二分の一以上である場合に、転換前の療養体制を維持しつ

算定できるものとし、その後の加算の在り方については、当該介 っ、質の高いケアを提供するための介護職員の配置を評価するこ

護療養型老人保健施設の介護ニーズや、当該加算の算定状況等の ととする。

実態を把握し、検討を行うこととする。 なお、当該加算は平成二十四年三月三十一目までの間に限り、

算定できるものとし、その後の加算の在り方については、当該介

護療養型老人保健施設の介護ニーズや、当該加算の算定状況等の

実態を把握し、検討を行うこととする。
（2）～⑳　（略） （2）～㈲　（略）

10～12　（略） 10～12　（略）

圏
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基
づ
き
平
成
二
十
二
年

　
度
の
単
位
掛
金
額
を
定
め
る
件

　
（
同
一
三
五
）

○
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方
法

　
及
び
期
間
並
び
に
実
費
弁
償
の
基
準
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件
（
同
＝
二
六
）

○
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護

　
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
救

　
援
の
程
度
及
び
方
法
の
基
準
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
一
三
七
）

○
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為

　
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す

　
る
法
律
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

　
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

　
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
三
八
）

○
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う

　
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

　
伴
う
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示

　
（
同
一
三
九
）

○
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用

　
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
四
〇
）

○
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
若
し
く
は
化
学
物

　
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る

　
法
律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品
で
ト

　
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る

　
も
の
又
は
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
ク

　
リ
ー
ニ
ン
グ
営
業
者
に
係
る
も
の
を
除

　
く
。
）
若
し
く
は
同
令
第
五
条
に
定
め
る
加

　
硫
剤
、
接
着
剤
（
動
植
物
系
の
も
の
を
除

　
く
。
）
、
塗
料
（
水
系
塗
料
を
除
く
。
）
、
洗

　
浄
剤
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
営
業
者
に
係
る
も

　
の
を
除
く
。
）
若
し
く
は
繊
維
製
品
用
仕
上

　
加
工
剤
で
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
使

　
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
環
境
汚
染
防
止
措

　
置
に
関
し
公
表
す
る
技
術
上
の
指
針

　
・
（
厚
生
労
働
・
経
済
産
業
・
環
境
四
）

一九

l
天
五

一九

ｵ
○
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
営
業
者
に
係
る
テ
ト
ラ
ク

　
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
又
は
化
学
物
質
の
審
査
及

　
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令

　
第
五
条
に
定
め
る
洗
浄
剤
で
テ
ト
ラ
ク
ロ

　
ロ
エ
チ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の

　
環
境
汚
染
防
止
措
置
に
関
し
公
表
す
る
技

　
術
上
の
指
針
（
同
五
）

○
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
ス
ズ
化
合
物
の
環
境
汚
染

　
防
止
措
置
に
関
し
公
表
す
る
技
術
上
の
指

　
針
（
同
六
）

○
ト
リ
ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
又
は
化
学
物
質

　
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法

　
律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品
で
ト
リ

　
ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る

　
も
の
の
環
境
汚
染
防
止
措
置
に
関
し
公
表

　
す
る
技
術
上
の
指
針
（
同
七
）

○
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

　
エ
チ
レ
ン
若
し
く
は
四
塩
化
炭
素
又
は
化

　
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関

　
す
る
法
律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品

　
で
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
若
し
く
は
テ
ト

　
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
が
使
用
さ
れ
て
い
る

　
も
の
の
容
器
、
包
装
又
は
送
り
状
に
当
該

　
第
二
種
特
定
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚

　
染
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
等
に
関
し
表

　
示
す
べ
き
事
項
（
同
八
）

○
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
ス
ズ
化
合
物
の
容
器
、
包

　
装
又
は
送
り
状
に
当
該
第
二
種
特
定
化
学

　
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た

　
め
の
措
置
等
に
関
し
表
示
す
べ
き
事
項

　
（
同
九
）

O
ト
リ
ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
又
は
化
学
物
質

　
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法

　
律
施
行
令
第
五
条
に
定
め
る
製
品
で
ト
リ

　
ブ
チ
ル
ス
ズ
化
合
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る

　
も
の
の
容
器
、
包
装
又
は
送
り
状
に
当
該

　
第
二
種
特
定
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚

　
染
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
等
に
関
し
表

　
示
す
べ
き
事
項
（
同
一
〇
）

二〇

Z
二〇二〇

l
二〇

ﾜ
二〇

Z
○
新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る

　
届
出
等
に
関
す
る
省
令
第
四
条
の
六
第
一

　
項
の
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及

　
び
環
境
大
臣
の
指
定
す
る
電
子
計
算
機
、

　
同
項
の
届
出
等
及
ぴ
同
令
第
五
条
第
一
項

　
の
申
出
を
行
お
う
と
す
る
者
の
使
用
に
係

　
る
電
子
計
算
機
の
技
術
的
基
準
、
同
令
第

　
四
条
の
六
第
二
項
第
三
号
及
び
第
五
条
第

　
二
項
第
三
号
の
電
子
証
明
書
並
び
に
同
条

　
第
一
項
の
事
項
の
入
力
方
法
等
に
関
す
る

　
告
示
（
同
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
。
七

〇
農
薬
取
締
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に

　
基
づ
き
、
農
薬
中
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ

　
シ
ン
類
の
検
査
方
法
を
定
め
る
件
の
一
部

　
を
改
正
す
る
件
（
農
林
水
産
五
三
七
）

○
種
苗
法
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く

　
重
要
な
形
質
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

　
す
る
件
（
同
五
三
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八

O
森
林
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
森
林
計
画
区

　
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
五
三
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
≡
二

〇
平
成
二
十
二
年
産
の
水
稲
及
び
陸
稲
に
適

　
用
す
る
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
共
済
金
額

　
の
範
囲
を
定
め
る
件
（
同
五
四
〇
）
　
　
　
三
四

〇
電
気
主
任
技
術
者
免
状
に
係
る
学
校
等
の

　
認
定
基
準
に
関
す
る
告
示
を
定
め
る
件

　
（
経
済
産
業
七
一
）

○
経
済
産
業
省
関
係
化
学
物
質
の
審
査
及
び

　
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

　
第
二
十
条
第
一
項
の
届
出
等
を
行
お
う
と

　
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
技

　
術
的
基
準
及
び
第
二
十
条
第
二
項
第
三
号

　
の
電
子
証
明
書
等
に
関
す
る
告
示

　
　
（
同
七
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九

〇
自
転
車
競
技
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
一

　
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
五
号
た
だ
し

　
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
競
輪
場
当
た
り

　
の
年
間
開
催
回
数
及
び
年
間
開
催
日
数
並

　
び
に
一
競
輪
施
行
者
当
た
り
の
年
間
開
催

　
回
数
を
定
め
た
件
（
同
七
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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イ
　
令
第
五
十
二
条
の
五
の
四
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
　
法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
が
老
齢
年

　
　
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第
一
号
及
び
第
二

　
　
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
を
合
算
し
た
額

　
ロ
　
令
第
五
十
二
条
の
五
の
四
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
　
法
第
百
六
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
金
が
老
齢
年

　
　
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
七
年
告
示
の
規
定
に
よ
り
計

　
　
算
し
た
額

　
第
七
項
中
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

　
第
八
項
中
「
第
九
号
の
四
」
を
「
第
九
号
の
五
」
に
、
「
第
七
号
の
四
」
を
「
第
七
号
の
五
」
に
、
「
第
八
号
の
四
」
を

「
第
八
号
の
五
」
に
改
め
る
。

　
第
九
項
中
「
第
九
号
の
四
ま
で
」
を
「
第
九
号
の
五
ま
で
」
に
、
「
第
七
号
の
三
、
第
七
号
の
四
、
第
八
号
の
三
、
第

八
号
の
四
、
第
九
号
の
三
、
第
九
号
の
四
」
を
「
第
七
号
の
三
か
ら
第
七
号
の
五
ま
で
、
第
八
号
の
三
か
ら
第
八
号
の

五
ま
で
、
第
九
号
の
三
か
ら
第
九
号
の
五
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
第
十
項
中
「
か
ら
第
五
号
の
五
ま
で
」
及
び
「
、
第
五
号
の
五
」
を
削
り
、
「
第
九
号
の
四
ま
で
」
を
「
第
九
号
の
五

ま
で
」
に
、
「
第
七
号
の
四
、
第
八
号
の
四
、
第
九
号
の
四
」
を
「
第
七
号
の
四
、
第
七
号
の
五
、
第
八
号
の
四
、
第
八

号
の
五
、
第
九
号
の
四
、
第
九
号
の
五
」
に
改
め
、
「
同
項
第
九
号
の
四
」
の
下
に
「
及
び
第
十
五
号
」
を
加
え
る
。

　
第
十
一
項
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
目
以
後
」
の
下
に
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
前
」
を
加
え
、
「
第
五
号
の
五
ま
で
」

を
「
第
五
号
の
六
ま
で
」
に
、
「
第
五
号
の
四
、
第
五
号
の
五
」
を
「
第
五
号
の
五
、
第
五
号
の
六
」
に
、
「
第
九
号
の
四

ま
で
」
を
「
第
九
号
の
五
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
八
号
の
五
、
第
九
号
の
四
」
の
下
に
「
、
第
九
号
の
五
」
を
加
え
、
「
同

項
第
五
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
を
「
同
項
第
五
号
の
五
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
に
改
め
、
「
と
あ

り
、
及
び
同
項
第
七
号
の
五
及
び
第
八
号
の
五
中
「
平
成
十
九
年
四
月
」
」
を
削
る
。

　
第
十
二
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

　
1
2
　
平
成
十
一
年
十
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
以
後
平
成
二
十
二
年
四
月
一

　
　
目
前
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
に
限
る
。
）
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
最
後
に
算
定

　
　
し
た
額
を
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

　
　
中
「
か
ら
第
三
号
の
四
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
六
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
三
号
の
四
、
第
五
号
の
五
、

　
　
第
五
号
の
六
」
と
、
「
第
七
号
か
ら
第
九
号
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
号
の
五
、
第
八
号
の
五
、
第
九
号
の

　
　
四
、
第
九
号
の
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
一
年
十
月
か
ら
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
三
号
の
四
中
「
平

　
　
成
十
七
年
四
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
月
か
ら
」
と
、
同
項
第
五
号
の
五

　
　
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
目
」
と
、
同
項
第
七
号
の

　
　
五
及
び
第
八
号
の
五
中
「
平
成
十
九
年
四
月
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
の
前
日

　
　
が
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
、
同
項
第
九
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
目
」
と
あ
り
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第

　
　
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」
と
あ
り
、
同
項
第
十
五
号
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
と

　
　
あ
り
、
及
び
同
項
第
十
六
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ

　
　
た
目
」
と
す
る
。

　
1
3
　
平
成
十
一
年
十
月
一
目
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た

　
　
基
金
に
限
る
。
）
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
最
後
に
算
定
し
た
額
を
第
一
項
第
一
号

　
　
に
掲
げ
る
額
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
か
ら
第
三
号
の
四
ま

　
　
で
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
六
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
三
号
の
四
、
第
五
号
の
六
」
と
、
「
第
七
号
か
ら
第
九

　
　
号
の
五
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
号
の
五
、
第
八
号
の
五
、
第
九
号
の
五
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
十
一

　
　
年
十
月
か
ら
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
三
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定

　
　
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
月
か
ら
」
と
、
同
項
第
五
号
の
六
中
「
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

　
　
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
」
と
、
同
項
第
七
号
の
五
及
び
第
八
号
の
五
中
「
平
成
十
九
年
四
月
」
と
あ

　
　
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
、
同
項
第
九
号
の
五
中
「
平

　
　
成
二
十
二
年
四
月
一
目
」
と
あ
り
、
同
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
平
成
十
七
年
十
月
一
日
」

　
　
と
あ
り
、
同
項
第
十
五
号
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
目
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
十
六
号
中
「
平
成
十
九
年
四
月

　
　
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
目
」
と
す
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
一
号

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
、
指
定

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
及
び
指
定

フ
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
｝
日
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

　
第
二
十
号
イ
図
6
d
中
「
後
期
高
齢
者
処
置
」
を
「
長
期
療
養
患
者
褥
瘡
等
処
置
」
に
改
め
、
同
号
イ
③
e
e
中
「
後

期
高
齢
者
精
神
病
棟
等
処
置
料
」
を
「
精
神
病
棟
等
長
期
療
養
患
者
褥
瘡
等
処
置
」
に
改
め
る
。

0
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
二
号

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
、
指
定

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
及
び
指
定

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

　
第
十
五
号
イ
③
中
「
病
院
（
」
の
下
に
「
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）

の
別
表
第
一
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
に
規
定
す
る
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
1
の
施
設
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し

て
当
該
病
院
が
地
方
厚
生
局
長
等
に
届
け
出
た
病
棟
、
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二

十
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
七
十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
加
え
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
三
号

　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
、

第
六
十
四
条
の
三
第
三
項
第
三
号
、
第
六
十
四
条
の
四
第
三
項
第
六
号
及
び
第
七
号
、
第
六
十
四
条
の
五
第
三
項
第
六

号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
六
十
四
条
の
六
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
能
力
開
発
促

進
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
第
九
号
等
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
専
修
学
校
又
は
各

種
学
校
を
定
め
る
告
示
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
告
示
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

別
表
第
三
中
妻
畢
学
校
東
京
都
・
を
「
蕪
謬
難
製
菓
専
門
学
校
棘
轟
天
「
中
央
服
装
専
門

学
校
縄
県
・
を
「
毅
毅
鱒
謬
欝
雛
縣
」
に
改
箋

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
四
号

　
健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険

法
施
行
令
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告

示
第
五
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭

　
表
群
馬
県
の
項
中
「
伊
勢
崎
市
、
」
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
の
項
中
「
及
び
蕨
市
」
を
削
り
、
同
表
東
京
都
の
項
中

「、

ｽ
摩
市
」
及
び
「
、
羽
村
市
」
を
削
り
、
同
表
奈
良
県
の
項
中
「
、
生
駒
郡
安
堵
町
」
を
削
り
、
同
表
長
崎
県
の

項
中
「
、
北
松
浦
郡
江
迎
町
」
を
削
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
五
号

　
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
の
単
位
掛
金
額
を
四
万
四
千
七
百
円
と
定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
長
妻
　
　
昭


